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対談 宇宙飛行士と応用心理学

JAAP日 本応用心理学会
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日本応用心理学会との出会い

応用心理学が社会に貢献していくために

戦後いち早く復活した日本心理学会と

日本応用ソ己ヽI甲学会の開催する大会は若い

心I望学者にとって貴重なITL究発表の場を

提供してくれた.特に本学会の大会は年 2

回開かれたのでその恩恵は大きかった.

もう1つの思い出は常任運営委員会の

ことである。当時の運営委員にはベテラン

の先生方が多く、いろいろ学ばせていただ

いた.あのサロン的な雰 1丼1気を今でも懐

かしく思い出す。

大学卒業後の 2年 FElを海軍で過ごし、

敗戦後大学院に籍を置いて国立教育研修

所でアルバイトをしていた頃、1日制高等・

専門学校の入試に進学適 |「検査 (以下進

適)が導入された。1947年に実施された

第 ll・lの検査の全答案が集められ、その

集計と無作為抽出標本の分析を担当させ

られた。同時に 1948年度の問題作成にも

参加した。学力試験と進適の 2本立ての

選抜制度は 8年間続いたが、受験者の二

重負担や進適の予沢1的妥当性を裏付ける

資料が少なかったなどの理由により進適は

廃止された〔ぅ

1963年、能力開発研究所の検査 (能研

テスト)が始まった。高校格差の調整に利

用する共通尺度の導入により、調査書の

重視を促す目的があった (〕 検査には選抜

資料となる進適、学力検査のほか、職業

適応性検査も実施されたが、私は進適部

門の委員として参加した.しかし、能研テ

10

ストの結果を選抜に利用する大学が少な

いため受験者は年々減少し、当時全国に

波及した大学紛争の標的にされた影響も

あって、1969年廃 [11に追い込まれた。

なお、この頃、能研テスト、調査書、大

学独自の学力試験の予測的妥当性を比較

する追跡研究を行う大学が増えつつあり、

私も東大における追跡研究に加わった。

同様な研究を行う大学が次第に増加し、

人試改革の導火線の 1つとなった。

一方、国立大学協会は1971年から入試

改善調査の検討を始め、遂に大学が主体

的に入試改善に取り組むことを全会一致

で決議した。その結果、大学人試センタ

ーが設置され、1979年から共通学力試験

(共通 1次)が開始された。当初は 5教科

7科目の試験で国立・公立全大学が参加

したが、1990年から試験科目を各大学が

自由に指定できるように改められ、試験の

名称も入試センター試験と変更された結

果、私立大学の参加も年々増方はしたの

私は 1981年から5年間大学入試センタ

ーで研究にあたるとともに企画調整官とし

て所長を補佐した。その任期中は毎日が

緊張の連続であったが、センター試験は

次第に社会に定着し、現在に至っている。

短命に終わった進適と能研テストを経

験した私にとってまさに「三度目のIF直 J

であったc

「応用心理学Jが参与する事業が社会に

定着するための条件は 2つあると思う。0
当事者 (上記の例では大学)が主体的に意

思決定し行動すること。②実施効果を社

会的に納得させるための資料を提供する

こと。この作業に「応用心理学Jが果た

す役割は大きい。

肥田野 直

ひだの・ただし

1948年、東京大学文学

吉陶い理学千ヽ卒業.津田塾

大学、東京女子大学、東

京大学教育学部教育心理

学科助教授・教授、大学

入試センター研究部長・

企画調整官、放送大学教

授を歴任.

現在、東京大学および大

学入試センター名誉教授t

文学博士 (東京大学).

日本心理学会、日本教育

心理学会、日本応用心理

学会、日本健康心理学会、

日本行動計量学会その他

の学会の名誉会員.
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日本応用心理学会の未来を担う期待の若手ホープを紹介します。

桜美林大学大学院国際学研究科

国際人文社会科学専攻

荒木みさこ
薇はじめに
私は、今年の 4月 まで桜美林大学の健康心理学

資料室で事務助手をしていました。健康心理学は

1980年代に発足した比較的新 しい分野です。皆

さんもご存知のとおり R・ デカル トが,い身二原論

(物心二元論)を提唱してから、空間に位置を占

める物質と、嗜好や意識や魂といった精神・心を

分けたことにより、主に物質の科学が進歩しまし

た。精神・心の研究は暫くの間科学の対象ではあ

りませんでしたが、物質と同様にデータを数値化

し、現象の理解・予沢1・ 制御に関して客観視する

ことができるようになったことから、現在のよう

な科学になったと伺っています。健康とは「健体

康心Jが語源であり、体が健やかで心が康らかと

いう意味です。健康心理学の大きな特徴としては、

体と心を分けることなく心身一元論や心身一如と

いった観点を重視しており、心と体の両方の側面

から捉えることが特徴としてあげられます .

健康心理学専攻の大学院では、主に健康の増進

と維持やヘルスシステム・健康政策策定の分析と

改善に対して、心理学の分野から教育・研究に取

り組んでいます。精神的健康だけでなく、身体的

健康も対象とした応用心理学であり、現代社会に

生きる人々が抱える心身両面にわたる総合的健康

問題を研究しています。社会人の方も多く在籍し

ており、看護士・教職員・栄養士なども仕事の経

験を生かしながら研究をしています。最近の研究

の動向ですと身体感覚・動作法・同調・ユーモア・

子育て支援・コーチングの研究など、日常生活を

よりよく健康に生活するための研究が行われてお

り、健康の維持・促進に対する課題をポジティブ

な視点と方法で取り組んでおります。大学院修了

後は、健康心理士として専門学校講師や公務員・

カウンセラーの道へ進む人や、進学する方が増加

しています。社会人経験をもつ大学院生は、それ

までの専門知識を発展させ、小中学校の教員や病

院・社会福祉施設の専任スタッフなどで活躍して

います。一般企業に就職される方もいらっしゃい

ますが、人事や総務関係などで心理学を生かすこ

とができる職場で活躍されている先輩方もいらっ

しゃいます。

は私の研究テーマ
私の研究テーマは、食行動です。生後から現在

まで、私たちは食物を摂取して生きていることか

ら、日常の食生活が私たちの心身に何らかの影響

を与えているのではないか ? と思い、食行動を
テーマに研究を始めました。食行動は、私たちの

生命維持に直結する行動であり、心と体のエネル

ギー源です。「We are what we eat i我 々は食ベ

たものそのものであるJと 言われるように、私達

が日常でどのような食べ物を選び、どのような食

べ方をしてきたかで、作られる体も心も違ってき

ます。私たちの健康を維持するために欠かすこと

ができない反面、肥満・異食症・摂食障害といっ

た食障害に至るまでの健康を害する要素ももって

います。また、ただ単に栄養素を摂取するだけで
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大阪府交野市こども室・

枚方市福祉部子育て支援室巡回相談員

峙美穂
屏発達臨床との出会い
自治体の乳幼児健診や保育所等の巡回相談で、

乳幼児の発達 lNE談に携わるようになって 8年にな

ります。「言葉が遅いJ「落ち着きがない」「友だち

と遊べないJな ど、お 」4さんの発達に何らかの心

配を抱えている保護者にお会いして、子育てにつ

いて 一緒に考えさせていただくことが相談員であ

る私の仕事です。

大学では心理学を専攻しましたが、学生の頃は

発達臨床の仕事に特別な関′さをもっていたわけで

はありませんでした。ところが、大学院修了後に

縁あって、ある市で嘱託の発達相談員として働く

ことになりました。それが発達相談にかかわった

最初の経験です。そこでは乳幼児健診にかかわら

せていただきました。当時の私は発達検査の経験

は多少あったものの、相談業務の経験はほとんど

ありませんでした。職場の方には基本的なことか

ら教わりましたが、慣れないことに戸惑う毎日で、

仕事のおもしろさを感じる余裕はありませんでし

た.しかし、日々出会う子どもの姿には不思議な

魅力がありましたぃまた、子どもの成長を願うお

母さんたちの思いに触れ、それに向き合う他の発

達相談員や保健師の姿から学ぶものもありました。

そのなかで徐々に、地域に根ざして親 」
4を支える

ことの社会的意義や責任を感じるようになりまし

た.その後は他の職場に移りましたが、その頃に

経験したことは今の自分にも生かされています。

(集団
のなかでの子 ども理 解

現在は、大阪府下の 2つの市で主に保育所等の

巡回相談にかかわっています。巡回相談には明確

な定義や実施方法があるわけではなく、各自治体

の状況に合わせてきまざまなやり方で行われてい

ます。私が働いている市では、心理専門職である

巡 ||1相談員が保育所 (園 )、 幼稚園、障害児通園

施設を訪問しています (巡回先は市によって異な

ります )。 園では、集団場面の観察と個別の発達

検査によって子どもの状態をアセスメントし、保

育への助言および保護者の相談に応じます。知的

障害や発達障害、肢体不自由の子どもたちや、そ

れ以外にもクラスで「気になるJと される子ども

たちが相談にあがってきます。

具体的な相談の流れは、次のようなものです。

同や関係機関から事前に提出された資料で主訴や

生育歴などを確認して、園に向かいます。相談当

日は保育場面を観察し、保護者、保育者同席のも

とで発達検査を行います.保護者との面談後、園

の先生方とカンフアレンスをもち、子どもへの対

応等を話し合って終了となります。

子どもたちが生き生きと過ごす保育現場を訪問

することは、それ自体が新鮮で嬉しい体験です。

先生の介助の手を、自分でしたいのだと振り払う

2歳児の姿に思わず頬が緩んだり、5歳児クラス

では「訪間客Jである私にあれこれと園のことを

教えてくれる姿に年長さんの誇りを感じたり…何

気ない日常の 1コ マにも、今この瞬間を生きてい

る子どもたちのエネルギーがあふれています。

実際の生活場面を見ることは、子どもの抱える

困難を、より具体的に把握することにつながりま

す。保育観察によって改めてその子どもの弱い部

分が見えることもあれば、逆に検査だけでは窺え
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北星学園大学大学院社会福祉学研究科

研究生

山□ 司

熙私と心理学との出会い
私と心理学との出会いは、大学 3年の時、図書

館で社会心理学の本を手に取ったのが、はじめて

の出会いでした。そこに書かれている数々の理論

が私の身の回りの事柄を説明するのにフィットし

ており、夢中になって読みました。なかでも、興

味をもったのが社会的交換理論でした。「こんな

考え方があるんだ |」 と衝撃が走り、もっと詳し

く研究したいと思い大学院への進学を決めました。

そして、大学院で選んだテーマが、恋愛でした。

常日頃、将来は漠然と何か人の役に立ちたいと思

い大学では臨床心理学を専攻していました。しか

し、当時から (そ して、今も)、 私自身の悩みでも

あった恋愛について研究することで、恋愛で悩ん

でいる人の助けになりたいと思いました。

|た

恋愛石汗究の意義
一昔前、恋愛の研究をしていると、「恋で起こ

る不思議な現象は、心の内倶1に しまっておくべき

ことだから、研究対象にするべきではないJ(松井 ,

1998引 用)と いったような意見に直面したそうで

す (今もたまにありますが …)。 私自身も、心理

学を知らない友人などには「恋愛を研究して何の

意味があるのか ?Jということを聞かれます。そ

の疑間に対して、私が思う恋愛研究の意義として、

3つほどあげたいと思います。

1つ 目は、『恋愛のメカニズムの究明』について

です。誰もが一度は、恋愛成就に向け、また、恋

愛関係を維持することについて考えるのではない

でしょうか。そんな時に、恋愛のメカニズムを知

ることは有益だろうと思います。

2つ目の『恋愛で生じる問題への解決の手がか

り』についてです。主に恋愛関係の崩壊、つまり、

失恋についてです。加藤 (2009)に よると大学生の

約 8割が失恋経験があるそうです。また、黒川ら

(2008)の研究によると失恋によって心の病にかか

ることもあり、恋愛を研究することは、失恋で悩ん

でいる人の助けになるのではないでしょうか ?

3つ 目は、『晩婚・未婚、少子化といった社会

的問題への解決の手がかり』についてです。結婚、

出産という経路の前段階として、恋愛関係がある

ことに疑いをもつ人はいないでしょう。

結婚や、出産は、つまるところ、恋愛関係を含

む男女の関わりに関わる問題です。このように、

恋愛について研究することは、心理学的、そして、

社会的にも重要な意義があると私は思います。

に恋愛か強恋、そして、PDRヘ
恋愛研究の意義について、私なりの見解を述べ

させていただきましたが、今、私自身どのような

ことに関心があるかというと、恋愛というよりは

失恋、失恋というよりは PDRです。PDR…、あま

り聞き慣れ ない言葉 ですが、Post dating

rela�onshipの 略で、その定義は、「恋愛関係終結

後に同一パー トナー同士で継続された結婚前の元

恋人同士による友人関係J(増田,2001)と されて

います。俗に言う、『元カレ/元カノ』との関係です。
『元カレ/元カノ』といった関係についての話は、

日常の会話でよく聞くトピックスです。しかし、心

理学では、『元カレ/元カノ』という関係について
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「大会発表賞」の新設と第1回1受賞者の紹介

学会賞選考委員会委員長 麗離ヨ宣チー

日本応用心理学会では、第 77国大会 (2010年

9月 11日 ヽ 12日 :京都大学)よ り「大会発表賞 J

(以下、発表賞)を新設し、次年度大会以降も継

続して実施することを決定しました。発表賞を新

設した最大の日的は、本学会の更なる発展と活性

化を図るための一助になることです。年次大会で

発表された優秀な研究 (発表論文)を発掘するこ

とを基本的コンセブトにしているため、発表賞の

対象は研究発表 (ポスター発表または口頭発表 )

に限り、シンポジウムやワークショップ、講演や

研修会などは含みません.発表賞決定に至るまで、

第 1次審査と第 2次審査の手続きがあります.第

1次審査は、大会に参加した会員の投票によるも

のですぃ審査への参加は会員の自由意志ですが、

当日参加の非会員には投票権がありません.第 2

次審査は第 1次審査の結果に基づき、候補を常任

理事会で審議し、最終的に理事長が受賞発表と受

賞者を決定 します.そ の結果を受賞者へ通知し、

併せて学会ホームページならびに『応用心理学の

クロスロー ド』誌上で公表します。なお、副賞と

して次年度大会の懇親会に無料招待 (た だし第 1

看護学生の事故防lL教育の検言寸―患者の日常生活動作のイメージと危険察知―
○西土 泉・佐野 薫・玉木ミヨ子。今野葉月・蒲生澄美子。蘭由恵子■営崎素子 (埼玉医科大学短期大学)
看護学生が遭遇する患者事例を VTR教材化して学習することで事故防止につながるタイムリニな研究であ

り、医療安全教育の視点から高く評価されました。

小児専門病院放射線科におけるヒユーマンエラーの事例分析T子どもの特性とエラーとの関連―
O石舘美弥子 (湘南短期大学看護学科)、 五十嵐 博 (群馬県立県民健康科学大学診療放射線学部)
医療で生起する子ども|の ヒューマンエラーを発達特性に着目して分類しその低減に示唆を与えた研究である

こと、ポスタニの美しさが高く評価されました。

臨地実習で学習困難を経験した時の看護学生の PAC分析
〇那須美奈子 (新潟県立看護大学大学院看護学研究科)、 堀 良子 (新潟県立看護大学基礎看護学)
学習困難な学生の内的供」面を分析整理する過程をllRり 上げ(ま た教育する側に多くの知見を与える興味深い

研究であり、将来への発展が高く評価されました。

虚偽検出検査における質問および返答の影響一末梢皮膚血流を指標とした分析一

〇石岡綾香・小野洋平 (駒澤大学大学院人文科学研究科)(1軽部幸浩 `谷口泰富 (駒澤大学文学部)

厳密な実験計画から得られた成果が実際場面でも十分応用できる有用な研究であること、ポスターやプレゼ

ンテーションの素晴らしさが高く評価されました。

著者のみ)し

ます。表彰式

(表彰状の授

与)は、次年

度大会懇親会

の席 ヒで理事

長が当該受賞

の発表者全員に対して行います .

第 77回大会では、大会 2日 間のポスター発表

が対象となり、大会当日に受付で投票用紙 (発表

題日、推薦 I甲山を記入)が配布されました。会員

の皆様はポスター会場を巡回し、発表論文とポス

ター掲示内容、5分間のショー トレクチャー、発

表者との質疑応答などを総合的に評価しながら発

表賞候補を推薦していました.会場は熱気にあふ

れ、新設の発表賞が会員の皆様に広く受け入れら

れたと感じました。

大会参加の会員による投票ならびに常任理事会

による最終審議を経て、栄えある第 1可「大会発

表賞Jに下記の 4発表 (論文ならびに著者)が決定

いたしました (順不同、敬称llk、 ○印は第 1著者)[

今回受賞された皆様、大変おめでとうございます。
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lサ
ニビスを心
=学
の観点から学ぶ

流通科学大学
サービス産業学部

l岩 崎 久 志
朧 稗 婢 サ ビ建 隷 緻 勘

流通科学大学の心理学コースは、サービス「/1

業学部サービスマネジメント学科サービス心理

コースといいます。少し長い名前ですが、サー

ビス産業学部サービスマネジメント学科では、

サービス産業およびサービス事業部門において、

多様性・自主性・先見性に富む人材を育成する

ことを卒業認定の方針であるディプロマ・ポリ

シーに掲げています。その考えに基づき、当学

科には 4つのコース (サービスマーケティング、

スポーツ健康マネジメント、サービス心理、福

祉マネジメント)が設置されています.学生は

すべてのコースに共通する幅広い知識と技能、

そして選択 したコースにおける専門領域の知

識・技能を身につけていきます。サービス心理

コースでは、心理学とマーケティングおよびマ

ネジメントを組み合わせて、さまざまな人の心

にフィットするサービスの提供について学びま

す .

|サービス1心翠当‐スの示リジー|‐
私たちは、少子高齢社会、グローバル社会、

IT社会、ス トレス社会、格差社会など、さま

ざまな様相をもつ社会に暮らしており、サービ

ス業がその対象とする顧客も多様化してきてい

ます。当コースは、心理学の基礎から応用分野

まで幅広く学ぶことをとおして、顧客を満足さ

せるサービスを発見し、心理学と関連諸科学に

より、それらのサービスを提供できる人材を育

成しようとするものです。具体的には、顧客の

心理を、実験、観察、調査、面接、統計等の科

学的手法を用いて分析し、顧客が求めているサ

ービスをDllらかにします。そして、先述のよう

に諸心理学とマーケティングやマネジメントの

知見を学際的に組み合わせることによって、

種々のサービスを提供できる人材の育成・輩出

を図ります。このように、本学のサービス心理

コースでは、これからの社会でますます求めら

れるサービスについて心理学の観点から実学的

に学んでいくことを主な特徴としています。

1先ウ年二与ム形成あ経緯‐ | ‐
サービス産業学部にコース制が導入されたの

は、2009年度か らです。そ してこのたび、

2011年度カリキュラム改訂により、コース構1

導入時のカリキュラムは大幅に変更されました。

2009年度カリキュラムでは、社会福祉コース

(現福祉マネジメントコース)と 同様に、当コ

ースでも社会福祉士国家試験の受験資格が取得

できるようになっていましたっそのため、当コ

ースで提供される科目は、心理系科目が 20科

目、福祉系科日が 22科 目によって構成されて

いました.その結果、当コースの独自性が必ず

しも明確ではなく、また当コースに所属し社会

福祉士をめざす学生には、心理学と福祉学の学

習を共に強いるという問題が出てきていました。

そこで、2011年度カリキュラムでは、心理系

科目4科 目を新たに追加して 24科 日とし、観光、
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ューマンサービスの領域を広く「対人援助Jと

位置づけ、学際的視点からの新たな支援のあり

方について研究を進めています。

岩崎ゼミの正式名称は、「臨床福祉学演習」

といいます。臨床心理学を基盤とするカウンセ

リングや心理療法とは異なる臨床福祉学という

独自の視点から、諸領域の問題解決をはかって

いくための理論および技法について検討してい

きます。もちろん、対人援助における心理的ケ

アは重要であり、臨床福祉学においてもその知

見は大きな位置を占めるものです.そのうえで、

状況にある人 (person in dtuation)の 視点を重

視しながら対人関係の相互作用、生活支援、マ

ネジメントなどに向けての処遇や介人について

考察していきます。つまり、心理社会的不全や

障害の状況におかれている人たちの将来的展望

をはかり、十分に満足が得られる創造的な社会

適応を達成できるように援助することが臨床福

祉学の中心的命題となります。

卜ふ暴|二籠五|あ姜点を―操オ||‐
学生が取り組む主な研究課題は、既存のカウ

ンセリング分野に限らず、広くヒューマンサー

ビスの視点から取り組みが可能と考えられる領

域の問題を取り上げ、そこにおける実践的かつ

臨床的な問題解決の方法へと広がっていきます。

当ゼミでは、臨床福祉学の独自性に関心を抱き、

自らも将来的には対人援助に関わつていきたい

太壼
探 譲

という意志のある学生の意欲的な参加者を求め

ています。2年後期から、臨床福祉学に関する

基本的な知識を身につけるため、いくつかの関

連する文献を輪読します。3年生になると、主

にグループごとに任意のテーマを設定し、プレ

卒業研究として共同学習を行うとともに、その

成果をプレゼンします。3年後期では実習やボ

ランティア体験に基づき、卒業論文のテーマを

決めます。そして 4年の全期にわたり卒業論文

をまとめていきます。これまでの岩崎ゼミ卒業

生が提出した卒論のなかから、タイ トルを一部

ご紹介します。「アダル ト・チル ドレンの回復

過程における自覚の重要性」「大学生の結婚観

に関する一考察 J「不登校児童に対するメンタ

ルフレンドによる支援の有効性についてJ「軽

度発達障害児の支援における現状と課題 J「音

楽療法の可能性についてJと いったテーマです。

以上のように、当ゼミでは、ヒューマンサー

ビスに関わる援助のあり方とその現代社会にお

ける可能性についてじっくり考えていくことを

主眼に置いています。そのうえで、各メンバー

がそれぞれに関心領域を見いだし、心理と福祉

を中心にした対人援助に関わるテーマについて、

一緒に考えを深めていける場をつくっていきた

いと考えています (写真 1)。 ゼミ生は現在 4

年生 6名 、3年生 11名 I、 2年生 4名 で、たまに

は (?)飲み会やレクリエーションを交えなが

ら、おおむねまったりと学び合っております

(写真 2)。

写真2卒論のテーマをどうするのか、侃々譜々の議論が
つづく|

毎‐

写真1ある日のゼミ風景
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大谷 亮 (おおたに 。あきら)02002年中京大学文学研究科心理学専攻博士後期課程満期退
学。同年 (財 )日本自動車研究所に入所。入所以来、先進安全運転支援システムのヒューマ

ンマシンインターフェイスに関する研究、車室内機器操作に伴う負担の評価方法に関する

研究、および、 ドライバーの危険度評価と運転行動に関する研究などに従事。また、児童
を対象にした交通安全教育や交通文化をライフワークとして研究している。現在、研究員.

す影響などについても研究を行っており、以上

の成果は法規や規制、標準化や規格化の際の資

料 として活用されている。また、近年では、

IT(Informadon Technology)の進展に伴い、

経路案内に関する情報を ドライバーに提供する

システムや、衝突の危険性を知らせる機能およ

び衝突の回避が不可能な場合に被害を軽減する

機能などのさまざまな先進安全運転支援システ

ムが車社会のなかに導入されつつあり、JARI

ではこれらのシステムとドライバーとの係わり

合いに関する研究を行っている。具体的には、

車室内機器操作に伴うドライバーの負担の評価、

先進安全運転支援システムに対する過信および

不信の影響把握と改善策の提案、経路や危険な

状況を ドライバーに適切に伝達するためのヒュ

ーマンマシンインターフェイスの提案などであ

る。さらに、高齢 ドライバーの増加という現状

に対応した研究や、飲酒運転が社会問題となっ

たことから、アルコールインターロック装置に

関する調査研究も行っている。

以上に示した内容は、その時代その時代の車

社会の状況とニーズに対応した研究であるが、

このほかに、人的要因からの事故発生メカニズ

ムの解明を継続的に研究している。また、各関

係諸団体の多大な努力の成果により、日本にお

ける交通事故の発生件数は減少傾向にあるが、

なお一層の交通事故の削減やより良い交通社会

の実現のために、今までに実施してきたハー ド

面の対策とそれに関わる研究を継続的に実施す

るとともに、交通参カロ者の態度を適切な方向に

変容させるといったソフト面の対策も重要とな

る。この点から、安全に志向した態度を有 し、

他者に配慮できる交通参加者の育成として、幼

少期からの継続的な教育が重要と考え、各種の
写真3模擬市街路の一部
つくばエクスプレスにより秋葉原からつくばに向かう際

に、万博記念公園駅と研究学園駅間の右手に見える

写真1全方位視野ドライビングシミュレータ

写真2危険場面再現車両
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写真1 図書館の状況

|||||1基畠あ襲t境場ぶ|=|1111

本稿の締切矢先、6弱の余震で停電。整理した

部屋はまた混乱。翌朝まだ停電は続く。大学に出

かけると、GSス タンドは長蛇の列の再現。自家

発電の大学は 3H程の被害はなく、研究室は散
乱中程度。岩手県人の図書館はようやく整理した

ところまた崩落。建物被害もあり当分閉館。館員

は賽の河原の石積みであると嘆く(写真 1)。 この

石積みは現世の話で、大津波に一瞬のうちに命を

奪われ、まだ不明のまま瓦礫の下、海底に多くの

霊は紡径う。冥福を祈るのみである。最愛の家族

や関係者が非業の運命となった人々の悲しみは無

量。心からお見舞いいたします。当地の人は関係

者の誰かが悲運に見舞われている。岩手県大の学

生は全員生存が確認されたが、宮古の短大では 2

名が不明のまま。前任校を含め、岩手に在住する

多くの卒業生、関係者の安否確認の日々。

■■||ておでお
=|だ
けでⅢな|■■|

■■■■■■■人間の心理■■■|■■■|

深い悲しみの一方で各方面からの援助や復興の

く`y

署1手からの報告‐

動きは着実に起きている。大学でも開館の図書館

の脇、ボランティアセンターに集まる学生がさま

ざまな作業に当たる(写真 2)。 私はあの時間宮古

の短大に出張で到着直前であった。相当な揺れを

なんとか凌ぎ到着後さらに大きな揺れに見舞われ、

沿岸部は 10mの津波が襲来した。短大は高台に

あり、津波被害は免れた。留まるべきか迷ったが、

同行者が大学事務の責任者であり、盛岡に戻るこ

ととした。通常の道路は不通であったが、山道を

使い、その日のうちに停電で暗黒の盛岡に戻った。

“津波てんでんこ"は 87歳の大船渡在住の津波

史家によるとされる当地の警句である。てんでに

(各 自が)自分の身を守るように逃げろという意

味である。この場合には当てはまらないが、宮古

から逃げてきたことは間違いない。人間が本質的

なところで自分を守るということと、一方、“て

んでんこ"ではなく、

職務に殉じ、家族を救

助しようと戻り、帰ら

ぬ人となった人間の深

層の感動も心理学的に

深い意味を持つ。

盛岡は沿岸から離れ

ており、地震被害は相

当あったが、津波被害

は間接的なものであっ

た。後期入試は延期さ

れ、選抜の方法も簡略

化した。受験生に明示

してきた選抜尺度を変

えることの当否は相当

議論があった。緊急事

態に何をどこまで変更 写真 2 大学のボランティアセンターθ
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写真4 避難所にて

いているとのことで (写真 4)、 自分の学校が避難

所であり被災者でもある中学生が玄関先で肩寄せ

合いながら掃除していた (写真 5)。 避難所の運営

やその人間関係の変化は、阪神大震災でも多くの

研究がなされている,現地での印象は、被害程度
に相当の違いがあることである。入り組んだ地形、

差し迫った山は同じ市内でもほとんど流失 した集

落から、内陸側には建物の外形を残す住宅が散見

するところ、さらに外見上はまったく被害のない

ような地域まで多様である。この個別性は被災者

においても同様である。さらに時間的経過により

変容 していく。人はカテゴリー化 し、レッテルを

張り理解する傾向がある。この′き的機制も今 可の

報道にも散見された。

■■■■■応用1心理学への1期1待|■|■■|

大災害は人間の営みやその本性を如実に顕 して

くる。ほとんどの事象に心理学が関わる.

すでに会長メーセージにあるように、応用心理

学会は多くの実務分野に関わる専門集団でもある。

阪神大震災以来注目されたノいのケアはもちろん、

応用心理学事典ではリスク認知、避難行動、情報、

マスメディア、コミュニテティ対応など多くの分野

が取り上げられている。今般私も “パニック"と い

う用語を安易に使用するマスコミに注意喚起したり、

流言やデマに関する知識を求められるなど、心理

学の研究成果の有用性は十分なものがあったのま

た緊急時に顕著となる上述の単純化思考などの lay

theo� esの功罪については研究蓄積もある。

ド
制̈……

写真5 避難所前の中学生

内では行政と研究者がその対策に取 り組んできた。

当大学で開催された応心 68回大会 (Ю l)で 「大

規模自然災害が起こった時～災害心理学はどう関

わるかヽJの公開シンポが行われた。そこでは奥

尻復興の当事者および、メンタルヘルス、避難所

研究、災害情報の専門家が貴重な提言をしている.

私も岩手山火山対策検討委で防災対策ガイ ドライ

ン作成に関わり、又県の津波避難対策検討委にも

参加した。それらの資料を再読してみると、大津

波は想定外ではあったかもしれないが、その後の

人間行動に関する記述は十分役立つものがあると

思われる.も し問題があるとすればそうした成果

を多くの人の意識や行動のなかに伝えることがで

きたかどうかである.私は「応用心理学・学会は

どうあるべきかJ(応心研 332)で 、心理学者の科

学的厳密性に対比し多分野の ll■l究者のアバウトな

心理学的解釈を挙げたが、災害研究では広範囲な

他領域の研究者との積極的な交流が求められる。

また研究方法について渥美公秀氏らの研究者は、

被災者 (援助者も含む)の集合性再構築の過程を、

被災者との集合性と研究者としての外部的集合性

の 2重のズレのなかで捉えていくという視点は看

過できない。長期にわたる支援と研究が必要である。

丁度読んでいた葉室麟の「いのちなりけり」の

テーマである古今和歌集詠みひと知らず “春ごと

に 花のさかりはありなめど あひ見むことはい
のちなりけり"が ,こ、に心みる。これはただ命があ

ることだけでなく、生きている人の命の質を問う

ものである。 (4月 9日記す )



lιlllll'10AIヽ■||IⅢlγl摯141101姜1餞|,1菫1対

°
軒準具ワ(4/Ч∠4)薫¥4Чく4乙翠h°2、32η llコ2P身醤し鐸(薫醜Q′酬―)3鰐L

箋し薫醜幻′γr/∠｀
雪じ鰐薫醜q′響訓じ薫醜幻爛馴判回｀

認準
°
,ヽ02(4要2P身(dSdS 34M也

薫醜幻′し辞・ル壬白子ムーざ/)冨聖「8靭]薫醜Ψじ]・ル壬白子ムー/ヽ＼(3鐸薫醜Q′側副・薫翼し薫醜

幻′γ6/∠)薫�車薫醜幻′側副・半翌＼
(彫控rイ、4-`―角)薫″ル(イ」ヽY212準l12°

'9CP身 (暴〕f)``d!Чs,opeel oA!100J001 SeЧo2oメddP/VloN,, 
｀
(暑ミ訴)``luetue6euetu eAl100■O pue d ЧsJopee¬,,＼

“
dlЧs

Jepee¬,,｀(「曇製巌エイヽ4-`一r2T2は醜子イ、と一
`―
rJ選鮮

｀
暑粁)``SSOueA!100■e dlЧS,opeel

6u!AOメdtul,,｀(「彫当f⑦蚤ク
'啓

琶lξ計、3つ」半J ttЁgf)``SSOueAl100丼e dlЧS,opeo lo KJooЧl∀..2つ7畢塁ラツI
°
WY=孝忌娼孝♀¥⊇1基影,単ヨ回P孝薫醜幻′琴辞＼薫醗幻′側副薫翼｀子4望み撃革彫攪引ン)単2つ
曰コ彫控

`イ

4ヽ-`-611〉ア
｀
角7票⊇1呈ン7彫也2CW92,尊醤2ヽOTコ(4`Ч∠4)薫¥く4ヽ4

乙OF聟薫¥ン/6ン
｀
力γ舎″孝岳平曇OFT書平a)｀η率童孝薫醜幻′2罰薫¥薫¥「γ4半撃⊇,喜

886に
｀
ll準覇214-ル4⑦∠rJY-7｀喜乙乙6「F,(JOlpo日∃poJJ)一

`J―
ル乙・∃・Jイ4ヽ乙

可
「

(窄響昇塁
｀
当6∠61)一

`劇
―ル乙・∃・劇κ4乙

卿不9草ヨ醜
｀
2準ヨツ7qコ,回8

⑫舜聯一

`H―
ル乙 冨・1イ4ヽ乙

・翼(11_f二
「
ナコ(乙(1912()F,

・ツヽ72ヽncP,P身甲、n3⑫昇薔,単算コ1勁9Υ針到革しLl｀■1訓
｀
YI⑫昇しlflγ■l要2愚究?暫2ヽn針21嬰丁彫抱⑫2準υ⊇、γ昇嘉

(亜f準尋B薫¥醐¥/亜f準百最鰐舌越回Y薫¥具
`副

醐¥)

」ヨ回
=耐
甲

(I⑦ン)

甲ヘヽロρT鉢撃薫

車̈
群
糠
轟
鯰
靡
隋
骰
鯰
炒
玲
晰
鞭
一̈一一挙
礁
趙

0-`J―ン乙・



1.誕生と子ども時代

フレッド・エ ドワー ド・フィー ドラーは 1922

年 7月 13日 、オース トリアのウィーンにおいて

父ヴィクター、母ヒルダとの間の一人っ子として

生まれた。両親は当時、市内で織物および洋服類

販売の店を経営していた。

フィー ドラーはやがて小学校に入学するが、学

校では級友からいじめにあって (主たる理由はク

ラスで一番身長が小さかったこと、およびユダヤ

人であったことによる)、 学校生活はあまり愉快

なものではなかった。しかしその後フィー ドラー

は難関として知られるギムナジウム (ドイツ語圏

の多くの国にあって、その卒業生はそれぞれの社

会におけるエリー トとして活躍する可能性が高い

と言われる)の入試に合格し、将来に明るい展望

をもつようになる。しかし、このギムナジウムに

おける成績はあまりすぐれたものではなかった。

当時、精神分析のジクムント・フロイ ト、カー

ル・G・ ユングなどが現役の治療者、研究者とし

てウィーン市内で活躍していたこともあって、父

親の話のなかに精神分析関連の話題もよく出てき

た。もともとフィー ドラーは幼い頃から探検家も

しくは探偵になりたいと思っていた。フィー ドラ

ーはみずから何かなすというよりは、むしろ見る

(分析する)こ とのほうが好きであったらしい。

フィー ドラーは 11歳前後の頃、父親の蔵書のな

かの心理学関連の書物を読んで、大きくなったら

心理学を研究したいという夢をもつに至る。

後年フィー ドラーはウィーンの L述のギムナジ

ウムを訪ねて、当時の自分の在学成績の記録を見

て、あまりよくなかった当時の成績を改めて確認

している。その後両親はフィードラーをギムナジ

ウムから通常の中等学校に転校させている。1933

年オーストリアの隣国ドイツではヒットラーが政

権をにぎり、しだいにユダヤ人への迫害を強めて

いく。

2。 渡米

フィー ドラーはアメリカに渡ることを強く希望

、当時インディアナ州に住んでいた遠い姻戚に

手紙を出して渡米の希望を訴えた。その願いがか

ない、フィー ドラーは 1938年 (16歳になる直前 )

単身渡米する。両親は当時すでに上海 (ビザなし

で入国できた)に 向かうことを決めていた。

フィー ドラーはアメリカに到着後およそ 1年間

は受け入れてくれた家族とともにインディアナ州

サウスベンドで生活するが、その後やがて彼ら家

族は健康上の理由から、フィー ドラー 1人をおい

てサウスベンドから離れてしまう。フィー ドラー

はそれ以降独力で生きていかざるを得なくなる。

1940年にフィー ドラーはハイスクールを卒業

するが、よい仕事につくことは難しかった。苦労

の後やがてミシガン電力に入社することができ、

フィー ドラーは 1942年秋、ミシガン州カラマズ

ーの西ミシガン教育大学 (現在の西ミシガン大

学)に入学する。工学部専攻であったが、これは

自分には適していないと感じ、シカゴ大学入学許

可を得る。

3。 シカゴ大学大学院

シカゴ大学入学を認められた直後、フィードラ

ーは兵役にとられる。第 2次大戦終了後の 1945

年フィードラーはシカゴ大学に復学する。第 2次

大戦後のシカゴ大学はとても充実していた。総長

はロバー ト・M・ ハッチンス (有名な教育学者、

古典主義の立場からプラグマティズムや新教育の

流れを批判した。もともとシカゴ大学付属実験学

校は新教育を根幹とするデューイの指導で有名で

あった)、 心理学部にはルイス・サーストン (知

能検査、態度測定など)、 リー・」 クロンバック

(測定尺度の信頼性指標としてのアルフア係数の

創出)、 ウイリアム・ステフアンソン (因子分析

のQテクニークの開発)、 カール・ロジャーズ (カ

ウンセリング、非指示的カウンセリングないし来

談者中心療法)、 ウォルフガング・ケーラー (ゲ

シュタルト心理学、類人猿の見通し学習)、 また

社会学部にはウィリアム・F・ ホワイ ト (ボスト

ンのイタリア人コミュニティに対する参与観察、

『ストリートコーナー・ソサエティ』)、 ルイス・

ワース (ユダヤ系移民の適応問題あるいは都市的

生活様式<アーバニズム>の研究)な どなど者名
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‡‡海外ボランアィァ
「セントルシア国Jと 聞いて、多くを連想でき

る日本人は多くないと思います.私は、この「セ

ントルシア国Jで 2008年 9月 から2010年 9月 まで、

独立行政法人国際協力機構の青年海外協力隊員

(職種 :理学療法士)と して、教育文化省管轄の

特殊教育ユニットに所属し、特別支援学校と療育

国にて、障害をもつ子どもたちに対する医療ケア

およびリハビリテーションプログラムの実施と策

定に取り組んできました。本稿では、日本ではあ

まり剛染みのないセントルシア国の障害りせ育児の

|■■■■■■■■■■||■|       |||

現状を紹介したいと思います。

‡|セントルシア国という国   |  ‐

セントルシア玉|は、カリブ海小アンティール諸

島の南部に位置するウィンドワード諸島の一国で、

国十面積は 616km2と 東京 23区 と同等の大きさ、

人口 17万人と非常に小さな鳥国です。この小さ

な島国に派遣されて間もない頃、2つのことに驚

かされました。1つ は子どもの多さです。スーパ

ーマーケット、バス停あるいは街の市場の至る所

に子どもたちの姿があり、生徒数 1()00名 を超え

る小中学校も数多くありました。世界一の高齢社

会である日本から来た私にとっては、子どもの多

い日常のlll景は新鮮で活気が感じられました。も

う 1つは、母子 |IL帯いわゆるシングルマザーの多

さですc朝の超満員バスのなかで子どもを抱えて

いるスーツ姿の女性、夕方保育所に子どもを迎え

に来るエプロン姿のおばさん、リゾー トホテルの

ユニフォーム姿で買い物袋片手に子どもの手を引

き家路に急ぐ若い女性、皆仕事と育児に勤しむシ

ングルマザーです。穏やかに波立つビーチや透き

通ったカリブ海も素晴らしいですが、忙しそうに

子どもを抱えるお母さんの姿は頼もしく本当に感

動させられます。

多くの母子世帯は、離婚によるものでなく、法

的婚姻関係にない男女関係であるため、家計収

人の人部分はお母さんに掛っています.2005年

現在で母子世帯を含む女性家計世帯は全世帯の

428%1'と報告されており、多くの女性が働きな

がら子育てをしています。しかし、子どもが慢性

疾患や障害をもっていたらどうなるでしょうか ?

次に、セントルシアlIIで 出会った男の子とその

お母さんを紹介します。

議子|ど||||わ早き―
～
||‐出会い|| ■ |

G藩は 2歳 3ヵ 月の男の子で、出li後の検診で

脳性麻痺 (痙直型両麻痺)と診断されました.当

のすわりが未発達、座位保持困難で、日常生活の

多くで介助を必要としています。 L肢および手指

の機能も未発達で、食事時の l llttL瓶 の把持やおも

ちゃ遊びが 1人ではできない状況です.

G君は、お母さんと小学校に通う兄弟 3人で首

都から 10km科離れた集落に暮らしています。お

母さんは G君を出産する数ヵ月前まではホテル

内の レス トランでウエイ トレスを し、月収

ECSl,200(ECSl=¥40)程 の収入を得ていまし

た。育児が落ち着いた頃に復職予定でしたが、G

粛が脳性麻 rm― と診断され、療育、育児および家事

と仕事を両立することが難しく再就職困難となり

ましたc現在は G君の父親からの ECS800程度

の仕送りで月々の生言を立てていますが、不定期

かつ少額で G罵の療育園通所および兄弟 3人の

通学に掛る交通費と子 どものお昼ご飯代の計

ECS13/日 を賄い切れないため、G君の定期的通

所のみならず兄弟 3人も定期的通学が難しい状況

にあるようですcお母さんは、「G君が良くなっ

たら、付:事を始めようと思っている。歩けるよう

になるまでに 3年 くらいは必要と医師から聞いて

いるJと 話しています。

社卜=タルライフケア)
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■心理1学は人1問1性の1科学|であるという。そ

れ|で,よ澤,「学|と,まなんだろう。狭義では数学

や1物理1学 |の|よ |う |な 自然科学を指すが広義で

|は1単に1学1問と同義語に使われている。

■科学
―
の科の字にはπιαs%″ という意味が

ある.さ 古代中国には科挙という官吏登用試

験があったことはよく知られている。心I哩

学は人間性というミクロコスモスを研究す

る科学であるが、沢1定するだけでは科学の

仕事はまっとうできない。心理学は人間性

に内蔵されている法則を見出して wellbe

ingを構築しようとする大看板を掲げてい

るc応用心理学はその名称が標榜している

ように応用が責務である.メ ジャーだけで

はダメジャーだと思う。しかし、演1定も応

用もともに大きな困難性を担っている。

ヴントυs J.M.キャテル

1879年 にライプチッヒ大学に心理学実

験室を設置したヴントは「例外的なものが

規則的なものより少ない心理学の法貝|はひ

とつもない」と私たちを落胆させるような

言葉を記述している。だが、ヴントは綺麗

な法則を求め続けていたcと ころが彼のそ

ばで働いていたアメリカ人の」Mキ ャテ
ルはヴントが見棄てた例外的なものばかり

を収集していたcそれを見ていたヴントが

「ガンツ・アメリカーニッシュ(ま ったくアメ

リカ的だよ)」 と呟いたと伝えられている.

科学としての心理学は当然法則定立的

(πο/71ο′力′′た)な性質をもっている。その

性質の根基をなすものは代表値の主人公で

ある平均値 21f(■ )と個人差の指標である

標準偏差 SDである。

|い理学は平均値の科学なのか

1985年 8月 12日 羽田発大阪行の日航ジ

ャンボ機が群馬県 ドの御巣鷹山の山中に墜

落し520人が惨死してしまったc死亡者の

年齢をポリゴンにすると正規分布にきわめ

て近いかたちになるc一般女性 100人のヒ

ップの幅もレースクイーン 156人のそれも

正規分布に類似したかたちになる。″ は前

者が 86 8cm、 後者が 85 2cmでその差は僅

少であるが SDの差は大きいcレースクイー

ンのポリゴンの尖度の屹立には驚かされる。

個人の集合体が形づくる′さ的現象の多く

は正規分布に類似したかたちになっている。

研究者はこの山型の測定値の塊りのなかか

ら″ とSDを探索したり、相関係数 (多 く

の場合は K Pearsonの ″であるが)な どに

も手を伸ばしていく。昔はタイガーの計算

器のハンドルを回すのが時代の尖端をいく

作業であったが現代はパソコンの時代で、

スキャタダイアグラムを見たことがない若

者たちを数的世界に誘い込んでいく。心理

学は C4Pに初ψ%″″スSSお′′″Ry力θ′θ″)の

時代に入ってしまったのであるc心理学が
この帽子を脱ぐことはもうないであろう。

しかし、収得された数値をいかに解釈する

かはパソコンの埒外のことなのである.

研究者はサンプル (たいてい教室で収集

されたものだ)か ら計算されたχ とSDを
ベースにして論文を書いていくcこ のサン

プルから得られた″ や SDは統計量であ
って母集団のそれではない。それでも研究

者の多くはサンプルどまりの仕事を進行さ

せていくcすべての心理テス トはこの″

と Sの という統計量をベースにして作成さ

れ、出版社は製品として世に送り出してい

くのである。

『ノこヽ理テストはウソでした』という本があ

る.こ の本にはある著名な性格テストにつ

いての酷評が載っている。このテストは 12

特性をかっこよく沢1定できるので卒論や学

ヴント(1980年ライプチッヒ

大学で開催された第 22回国
際心理学会議の記念スタンプ) 」Mキ ャテル
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「

本書は、 1975-2007年 の 32
年間に日本で起こった子どもによる

家族殺傷事件 148ケースを収集 し

て分析したものである。事件を起こ

した子どものなかには非行性や病理

性のある子どももいたが、大半 (86

%)は特別な問題を示さない普通の
子どもたちであった。90年以前の

事件では親の問題行動が主な原因で、

酒に酔った父親が母親に暴力を振る

うのを見かねて子どもが父親を殺傷

するといつた事件がしばしば見られ

た。一方、90年以降は、これに代

わつて、勉学や進学を巡る親子の葛

藤から発展 した教育殺人が増えた。

これまで＼卒業生への贈る言葉と

して書いてきたものと新年を迎える

「年賀状Jに、その年の世相を反映

し、いかに一市民として迎えていく

べきかの視点からの提言を＼自戒を

込めて書いてきた。

さらに、兼任講師をしてきた大阪

赤十字看護専門学校が、¬00期 生

の卒業生を出した。それを記念して＼

卒業文集に寄稿してきた数編を追加

して出したのが、拙著である。

柔軟にしなやかに生きていければ＼

人生の摩擦も和らいでほどほどの人

間関係もできるのだが＼生き方が下

手で肥後モッコス気質もあり、ずい

医師一家で起こつた奈良高 」少年

母子放火殺人事件のように、親から

の強い勉学圧力に耐えかね＼子ども

がこのス トレスから逃れようと暴力

を振るうというものである。子ども

による親の殺傷は、学歴志向と受験

戦争が親子関係にもたらすひずみの

一断面である。当初＼私は書名を

『現代日本の車輪の下Jと したいと

思つていたc結局、折れて出版社の

決めた書名にしたが、今でもこの点

に悔いを残している。

大渕憲一〇東北大学大学院文学研究

科教授。専門は社会心理学。

ぶんと損な人生を繰り返してきた。

それでも良き友や恩師や知人を得ら

れたことは、本当に有り難いことだ

つた.拙著から＼生き方や身の処し

方を見つめ直す契機にしたと言つて

も過言ではない。

このような人生への思いも重ね合

わせながら四半世紀にわたるそれぞ

れの歳月についての社会的義憤や公

憤を＼社会心理学の視点で提起して

きたものをまとめて世に出したいと

思つたのが、拙書であるЭ

坂口哲司○大阪総合保育大学児童保

育学部教授。専門は社会心理学。
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畔青ネ申ll

■精神科診療所「こら一る岡山」に通 う患者さん

■|とその世界にカメラを向けた観察映画

この映画は精神科外来診療所「こら一る岡山Jが舞台

の観察映画と呼ばれるドキュメンタリー作品です。「こ

ら一る岡山Jに通いながら地域やそれぞれの場所で病い

と向き合い、集う統合失調症などの当事者とその家族、

彼らを支える山本昌弘医師、スタッフ、訪問看護師やボ

ランティア、地域の人々が素顔で登場する日常を描いて

います。私は、この作品の特徴はカメラを回す想田監督

自身が登場人物と対話し、診療所での出来事に巻き込ま

れながら撮影が行われた点にあると考えます。事前の打

ち合わせもせず台本もなく、ナレーションなどによる説

明や音楽も使わないなどのスタイルは想田監督により観

察映画と名づけられています。見る者も先入観や思い込

みにとらわれず、自らの目で観察し感じとり考える作業

が求められます。登場人物が素顔で肉声で語る幻聴や妄

想の体験、自らの手で子どもの口をふさぎ、子どもを亡

くした母親…リアリティある病いの語りを、カメラを回

す監督と登場人物が対話するその現場を、見る者は監督

の目線を追体験しつつ自分自身の感覚を頼りに受けとめ

なければなりません。

監督は東京大学宗教学科在学中＼参加観察の手法で卒

業論文制作に取り組んだ経験があるそうです。確かに監

督の「こら一る岡山Jでの居合わせ方は、フィール ドに

参加しながらインタビユーしてデータ収集する研究者の

スタンスとよく似ています。心理学や看護学で質的研究

に取り組む研究者にとつて、いざフィール ドに入つた時、

どのようなわきまえでどのような居合わせ方をしたらよ

いか、この映画には豊かなヒントがあると思います。

■モザイクを使わず

'「

見えないカーテン」を開ける

「見えないカーテンJとは社会と精ネ申障害者との間を隔

てる偏見やスティグマを喩えた監督の表現です。映画に

は 20歳頃、統合失調症を発症し40年間病いを抱えて

生きてきた今中さんが登場します。「そのビデオは、取材

は、なんか具体的にあるの ?」 と監督にズバリ撮影の目

的を尋ねます。監督が自分の言葉で必死に「見えない力

02008年、想田和弘監督作品、135分。
O国際的に高い評価を受け、釜山国際映画祭、ドバイ国際映画祭
で最優秀ドキュメンタリー賞など海外映画祭での受賞多数。

◎2008 Laboratow X,nC

―テン」をめぐって今中さん

と対話する様子も映し出され

ます。監督は 2010年 には

NHKの教育番組「福祉ネッ

トワークJにも出演、2009年出版の著書 畔青ネ申病とモザ

イク :タ ブーの世界にカメラを向ける』(中央法規)でも

「見えないカーテンJを語ります。番組や著書のなかで東

大生時代に「燃え尽き症候群Jで精神科を受診した経験

も語られます。精ネ申障害者がテレビに登場する時、モザ

イクで顔を隠された映像はよく目にします。当事者でも

ある監督が郵青ネ申』を制作し、モザイクをしない当事者が

出演することでメディアのかかえる問題を問うています。

映像をとおして撮彰中の監督と当事者との対話のなかに

は、監督の温かい人柄や眼差しの観察も感じられます。

=「

想田さん、ソーダ買うてきてもらえん7」

「想田さん、ソーダ買うてきてもらえん ?Jは高校時

代に発症した後、約 25年間山本医師のもとに通院する

菅野さんのダジャレです。カメラを回す監督とユニーク

なペースで対話し、「自分の心の傷を癒す最良の方法は

何か言うたらな、相手の傷に包帯を巻くことなん。した

ら自分の傷が癒される。人の1悩みを聞いたりしようたら

自分の心も癒されるJと話した後に、日よい、カット 1」

と監督の役を奪って大笑いします。

作品には愛嬌のある菅野さんのような当事者も含めさ

まざまな人が登場しますが、最後の登場人物によるラス

トシーンは印象的です。見る者も監督と共に状況に巻き

込まれ最後の最後で覆されます。自分は何を理解したつ

もりで見ていたのかと「見えないカーテン」と向き合い

続けるべき自分が居たことに直面させられます。見る者

が自由に感じ考えることができる観察映画です。精神障

害者をめぐる偏見の研究では、精神科医康従事者の偏見

やスティグマの問題もテーマです。畔青ネ申』は精ネ申障害

者を取り巻く社会のlBlや当事者自身のなかにもある「見

えないカーテンJの存在、偏見やスティグマの問題を真

正面から考える材料を生き生きと提供してくれる映画だ

と思います。

好評発売中 (上映権イ」・団体向け DVDも あります)
お問合せは (株)ア ステア 035459H73ヘ

こだいら。ともえ0聖隷クリストファー大学准教授。看護学修士。大学時代は和光大学で心理学を学ぶ。専門分野は

小平朋江羮БttE哲普:奪肛澤請1盲恣Ъ亥i茫鯖、3こ孫夏、墨麒 よよら、また船知魁



畔青ネ申』

■精神科診療所「こら一る岡山」に通 う患者さん

●とその世界にカメラを向けた観察映画

この映画は精ネ申科外来診療所「こら一る岡山Jが舞台

の観察映画と呼ばれるドキュメンタリー作品です。「こ

ら一る岡山」に通いながら地域やそれぞれの場所で病い

と向き合い、集う統合失調症などの当事者とその家族、

彼らを支える山本昌弘医師、スタッフ、訪問看護師やボ

ランティア、地域の人々が素顔で登場する日常を描いて

います。私は、この作品の特徴はカメラを回す想田監督

自身が登場人物と対話し、診療所での出来事に巻き込ま

れながら撮影が行われた点にあると考えます。事前の打

ち合わせもせず台本もなく、ナレーションなどによる説

明や音楽も使わないなどのスタイルは想田監督により観

察映画と名づけられています。見る者も先入観や思い込

みにとらわれず、自らの日で観察し感じとり考える作業

が求められます。登場人物が素顔で肉声で語る幻聴や妄

想の体験、自らの手で子どもの口をふさぎ、子どもを亡

くした母親…リアリティある病いの語りを、カメラを回

す監督と登場人物が対話するその現場を、見る者は監督

の目線を追体験しつつ自分自身の感覚を頼りに受けとめ

なければなりません。

監督は東京大学宗教学Tl在学中、参加観察の手法で卒

業論文制作に取り組んだ経験があるそうです。確かに監

督の「こら一る岡山Jでの居合わせ方は、フィール ドに

参加しながらインタビューしてデータ収集する研究者の

スタンスとよく似ています。心理学や看護学で質的研究

に取り組む研究者にとつて、いざフィール ドに入つた時、

どのようなわきまえでどのような居合わせ方をしたらよ

いか、この映画には豊かなヒントがあると思います。

■モザイクを使わず
||「見えないカーテン」を開ける

「見えないカーテン」とは社会と精神障害者との間を隔

てる偏見やスティグマを喩えた監督の表現です。映画に

は 20歳頃、統合失調症を発症し40年間病いを抱えて

生きてきた今中さんが登場します。「そのビデオは、取材

は、なんか具体的にあるの ?Jと監督にズバリ撮影の目

的を尋ねます。監督が自分の言葉で必死に「見えない力

02008年、想田和弘監督作品、135分。
0国際的に高い評価を受け、釜山国際映画祭、ドバイ国際映画祭
で最優秀ドキュメンタリー賞など海外映画祭での受賞多数。

◎2008 Laboratory X,Inc

―テンJをめぐつて今中さん

と対話する様子も映し出され

ます。監督は 2010年 には

NHKの教育番組「福祉ネッ
トワーク」にも出演、2009年出版の著書 畔青ネ申病とモザ

イク :タ ブーの世界にカメラを向ける』(中央法規)でも

「見えないカーテン」を語ります。番組や著書のなかで東

大生時代に「燃え尽き症候群Jで精ネ申科を受診した経験

も語られます。精神障害者がテレビに登場する時、モザ

イクで顔を隠された映像はよく目にします。当事者でも

ある監督が畔青ネ申』を制作し、モザイクをしない当事者が

出演することでメディアのかかえる問題を問うています。

映像をとおして撮影中の監督と当事者との対話のなかに

は、監督の温かい人柄や眼差しの観察も感じられます。

■「想田さん、ソーダ買うてきてもらえん?」

「想田さん、ソーダ買うてきてもらえん ?Jは高校時

代に発症した後、約 25年間山本医師のもとに通院する

菅野さんのダジャレです。カメラを回す監督とユニーク

なペースで対話し、「自分の心の傷を癒す最良の方法は

何か言うたらな＼相手の傷に包帯を巻くことなん。した

ら自分の傷が癒される。人の悩みを聞いたりしようたら

自分の心も癒されるJと話した後に、日よい、カット IJ

と監督の役を奪って大笑いします。

作品には愛嬌のある菅野さんのような当事者も含めさ

まざまな人が登場しますが、最後の登場人物によるラス

トシーンは印象的です。見る者も監督と共に状況に巻き

込まれ最後の最後で覆されます。自分は何を理解したつ

もりで見ていたのかと「見えないカーテンJと向き合い

続けるべき自分が居たことに直面させられます。見る者

が自由に感じ考えることができる観察映画です。精ネ申障

害者をめぐる偏見の研究では、精ネ申科医療従事者の偏見

やスティグマの問題もテーマです。畔青ネ申』は精神障害

者を取り巻く社会の側や当事者自身のなかにもある「見

えないカーテン」の存在、偏見やスティグマの問題を真

正面から考える材料を生き生きと提供してくれる映画だ

と思います。

好.T発売中 (上映権付・団体向け DVDも あります)
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ころへ行って、家に飾る掛け軸にめでたい言葉を

一言書いてって頼んだんですって。そうしたらそ

のお坊さん『親死ぬ.子死ぬ。孫死ぬ』って書い

たんですって。そうしたらそのおじさん、そんな

んいややからもう一度書いてって頼んだんですっ

て。そうしたら今度は『孫死ぬ。子死ぬ。親死ぬ』

って書いたんですって.そんなんなおさらいやや

っておじさんが言うたら、お坊さんが『何いうて

んねんのこの世で一番めでたいことは、年とった

もんから先に死ぬことや。かわいい孫が死んだら、

小さい子のいる 40歳そこそこの親が死んだらど

うする。世の中順番通り死ぬことは一番めでたい

ことや』って言わはったそうです。私は凡人やか

ら Tさ んがいつ死ぬかわからないけど、Tさ ん

の話くらいなら聞けるし、おむつ交換もずっとさ

せてもらいますよ。『先のことは思い煩うなかれ』

って昔の人が言ってますよJと 声をかけたら、T

氏は笑顔で「わかりましたJと 応えてくれました。

その後私の夜勤の夜 2:30頃、T氏の居室から「あ
～Jと いう声がよくするようになり、訪室すると

T氏が笑顔で待っている、というオマケもついて

きましたが .T氏 の以前のようなつぶやきは格
段と減ったのは間違いありませんでした。釈尊は

人々に仏法を説く時「対機説法」といって、その

時間こうとしている人によって言葉のかけ方を変

え、そのような人々でもわかりやすく法を説いた

と言われます。この時は一体禅師が語ったとされ

る説話を咄嵯に思いつき声かけしました。当時の

駆け出し介護職の私が、T氏の苦悩にできる限り

「共苦Jし、そして T氏の一期一会のご縁である

「関係性Jと 真剣に向き合おうとした結果、咄嵯

の説話を思いついたのだと思います。

意識が明瞭で、身体が虚弱化し、それまででき

ていた身の回りのことが少しずつできなくなって

きたお年寄りは、こんな状態では生きる意味が見

出せないと感じ、「もう終わりにしたいJと 口に

することがよくあります。どう頑張っても自分だ

けでは解決できない問題の前で、多くの人が「自

分が存在する意味を失ってしまうJと いう事態に

直而します。「存在する意味を失った時の心の痛

み」のことをスピリチュアルベインと呼ぶのでは

ないかと思います。人間が人生の終わりにさしか

かる時、自分が生きる意味を見出せず早く終わり

にしたいと望む状況は本当に悲惨です。「T氏の

ような利用者の苦悩に耳を傾ける。その存在をあ

りのまま受け止める。ベッド上で寝たきりで、食

事・入浴・排泄に全介助が必要になっても、再び

生きる意味を見出してほしい。この世に生を受け

た人間が、自分で生きてきた意味を、そして今を

生きる意味を納得できれば、この世を去っていく

意味も見えるのではないか」、12年前の私はこん

なことを考えていました。

晰仏教と心理学の間柄 ?

正直に告白しますが、ここ7年ばかり日本応用

心理学会の大会は「さぼってJお りました。主に

日本仏教社会福祉学会で発表・論文執筆をしてお

りました、といっても私は学者ではないので合間

をみてぼちぼちやっております。そんななか最近

漠然と思っていることは…。

仏教では、我 。自我というものはここに存在す

ると思いこんでいるだけで、そんなものはどこに

もないと捉えます。また物と心の集まりは皆実体

のない「空」であり、物と心は縁によって生じ縁

がなくなれば消滅するものとも捉えます。また仏

教では人間の「煩悩Jは「欲望 (貪 )J「怒り (隕 )J

「無知 (痴)Jの三毒で構成され、これらの煩悩が

くりかえしパターン化され、抜け出せなくなった

状態を「執着Jと 呼びます。仏教では人間がこの

「執着」を捨てるあるいは離れるよう繰り返し説

いています。しかし見方をかえれば、本来「本当

の自分」=「ありのままの自分J=「アイデンティ

ティ」とは、三毒が集積し凝り固まった「サt着 J

ではないでしょうか。応用心理学ではアイデンテ

ィティを研究テーマとして扱い、仏教では執着は

捨て去るべきものとして扱う。まさに私は自己矛

盾の世界にいるのでは…、と思っていた時期があ
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「応用心理士」認定審査委員会

』』』』』輛』轟一『一一絲』墨一絲』一一』一一一一義轟』轟軽赫螂轟絲轟轟螂銀』絲暴螂轟一羹録一一轟綴』』絲一響一蝉』絲』墨螂轟』繭』終一一轟』』納黎銀一』曇響響一一一』轟』』轟義』一義』轟一絲轟』鑢一絲轟一摯一』墨』』』』轟織一銀暴繭暴轟』一』螂驀一』銀興』轟轟轟』』鑢墨螂轟』轟』墨』轟赫螂』』』森率』螂』一』銀轟轟響響率鞭一螂』轟螂黎轟義』螂轟轟』螂轟い』』』』摯』繭螺【螂』懇霧鐵轟総轟』熱濃轟螂臨

本誌の「応用心理士の現場Jでは、応用心理

士資格を生かして活躍する会員の皆様をご紹介

しています。多種多様な分野で心理学の知見を

発揮される会員が 1人でも多くなりますよう、

ぜひ資格の取得をお勧めします。

本資格申請は、「学会入会後 2年を経た」時

点で可能です。

学会で認定する「応用心理士Jは、学会員の

専門職としての資質があると認められた証明に

なります。

認定の要件は、「応用心理士J資格申請の手

引き (第 6版)に記載の通りですが、次の各号の

1つに該当するかを踏まえ委員会で認定するも

のです。

(1)学校教育法において定められた大学また

は大学院において、心理学専攻又はこれ

に準ずる分野を卒業あるいは修了した者

(学位授与機構の審査により学十の学位を授与

された者も含む)。

(2)本学会機関誌「応用心理学研究Jに 1件以

上の研究論文を発表した者、又は本学会

の年次大会において 2件以上の研究発表

をした者。

(3)認定審査委員会が応用心理学と関係ある

と認めた専門職で、3年以上の経験を有す

る者。

(4)応用心理学と関係ある職で 3年以上の経

験を有し、本学会研修委員会企画の「研修

会Jに 5回以上参加した者。

■ 資格申請の手続き

以下の順序に従って申請の手続きをお願いし

ます。

ロ ハガキで「資格申請書類を希望するJと「返送

先」を明記し、事務局まで請求してください。

□ 申請書類の請求がなされると、必要書類が

希望者に送付されます。受け取られたら、

申請書類に所要事項を記入し、同封の封筒

で送付してください。

□ 審査料 10,000円は、郵便為替で送金してく

ださいc

郵便振替の振込先

口座番号 00110-6-359059

加入者名 日本応用心理学会
(注)申請書類一式のなかに同封されている郵便

為替用紙をご利用ください。

□ 提出する中請書類は次の通りです (提出の際

確認してください)。

① 様式 1(資格認定申請書)

(注 1)所定の枠内に証明書用カラー写真
(ヨ コ 3cm× タテ 4cm)を 貼付して
ください。

(注 2)裏面に審査料の振込金受領証をコピ
ーして貼付してください。

② 様式 21(履歴書)

③ 様式 22(業績書)

④「研修会J参加を資格要件とする場合は、

「受講証明書J5回分を添付してくださいc

□ 認定委員会では、提出書類について審査し

結果を文書にて申請者に通知します。

合格した人は認定料 30,000円を納入してく

ださい。

入金されますと「応用心理士」認定証を

交付し、本学会機関誌「応用心理学研究」

に掲載して公表しますc

今年度後期の受付期間は、12月末日です。

日本応用心理学会認定「応用心理士」事務局

〒 169-0075
東京都新宿区高田馬場 3-8-1
東京富士大学応用心理学研究室内

E― mall:uklya@fuli emall.ne ip
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応用心理学会会員の皆さまには、機関誌「応用心

理学研究Jにいつも変わらないご支援 。ご協力をあ

りがとうございます。

まずは、3月 11日 に発生しました東北関東大地

震で亡くなられた、あるいは被災されました多くの

方々に対しまして、心よりお見舞いを申し上げますc

現在も、東北 関東地方を中心とした地震に伴う

様々な影響下にある皆様におかれましては、地震に

端を発した予断を許さない、先行きの見えない福島

原発からの放射線の危険な状況は多くの方々に絶え

ず強い不安をもたらし、国民の生活に及ぼした影響

は計り知れない状況になっております。ここに改め

て、多くの日本応用心理学会会員の皆様方が 1日 で

も早く以前の生活に戻れますよう、九りヽ‖の地より心

より願っております。

さて、先般、平成 23年 2月 初旬ごろに機関誌「応

用心理学研究Jの第 36巻 1号を発刊させていただ

きました。新たな体制で編集業務をすすめ、「新編

集事務局Jに よる初めての発刊となりました。「編

集事務局Jの深澤副編集委員長には、なれないなか

で大変ご尽力いただき、また、学会事務局からもお

忙しい日々にもかかわらず快く原稿をいただくなど、

皆様のご支援に心より感謝申し上げます。これらの

編集過程をはじめて経験いたしましたが、改めて多

くの会員の皆様に支えられて成り立っている機関誌

であると実感しております。

以上が機関誌発刊における感想ですが、第 36巻

1号の内容は原著 2編、短編 2編と特集が主な内容

でしたc機関誌は、年間 2号を発刊しますが、本年

度は事務局体制の変更に伴い、第 36巻 1号が大幅

に遅れての刊行となり、皆様には多大なるご迷惑を

おかけしております。近々第 36巻 2号を発刊する

予定ですが、2号にはこれまで審査の終了した論文

を多数掲載する予定にしておりますので、楽しみに

お待ちいただければと思いますc

また、審査の 6部門ですが、部門によっては投稿

論文が集中し、審査に要する時間に差が出てくる事

態となり、苫情が寄せられております。部門では、

部門責任者と副責任者の 2名 の委員を中′心として査

読の手配と編集業務を進めていますが、委員は本務

を抱えての杏読委員という役割を担うので、部門に

よっては 2名 では量質ともに十分に対応しきれない

状況が出ているようです。

そこで、皆様に査読の実情をご理解いただくため

に、査読の過程を再度紹介させていただきます。ま

ず、最初に、皆様の投稿された論文は、事務局で受

け取り、連絡を受けた各部門責任者が査読者 2名 を

選定し、査読を依頼します。

審査期間は査読回数によって異なりますが、1回

修正の場合には約 3カ 月から4ヵ 月かかります。さ

らに修正がある場合、2回 目以降の査読者の審査期

間は約 3週間、投稿者の修正期間は 1～ 2週間の期

間が必要となります。また、2名の査読者の結論が

一致しない場合は、第 3の査読者に依頼し、審査の

公平性を担保するように努めておりますので、もっ

と査読期間が必要になりますG最終原稿を受領後、

編集委員長および編集事務局に審査完」
′
報告が行わ

れ、その後、印F● l会社と編集委員長と編集事務局で

機関誌全体の編集作業を進め、皆様の手元に機関誌

が届くという手筈となっております。

このように審査期間が長くかかりますので、審査

が終了し「採択Jと なりました投稿者の方には、証

明書を発行いたしますので、お気軽にお中し出下さ

い。また投稿論文が多い部門は今後改善をしていか

なければならないと強く思っております。

以上のような現状ですが、今後も会員の皆様が不

利益を被らないような、かつ投稿しやすい運営方法

について検討していきたいと考えておりますので、

変わらぬご支援のほどよろしくお願い中し上げますc

粽投稿論文の送付先 :「編集事務局」

〒169-0075東京都新宿区高田馬場 3-8-1
東京富士大学 経営学部
ビジネス心理学科 深澤伸幸研究室気付
「日本応用心理学会 機関誌編集委員会」

丁EL:03-3362-1229(研 究室代表 :内線 314)

圧―mail:n― fukazawa@fuji.acJp
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原 稿 募 集
鶉募集コーナー

①「ホープ登場 クロスロードの星」
対  象 応用心理学を研究中の大学院生
原稿字数 3000字以内 (写真、図表を含む)

②「大学探訪 研究室におじやましました」
原稿字数 4800字以内 (写真、図表を含む)

③「職場探訪」

原稿字数 4800字以内 (写真、図表を含む)

④ 「CROSSROAD ESSAY」
原稿字数 3000字以内 (写真、図表を含む)

⑤「海外最新事情」
原稿字数 4800字以内 (写真、図表を含む)

◎「′い理学から見たおすすめDVD紹介」
原稿字数 1300字以内 (写真、図表を含む )

⑦「B00K REVIEW 本を出しました」
対  象 2010年 7月 ～2011年 7月 の間に刊行分の会

員の書籍 (自薦 他薦は問いません)
原稿字数 430字以内

③ 「応用心理士の現場」

原稿字数 4500字以内 (写真、図表を含む)

『応用心理学のクロスロード』では、皆様の原稿を募集して

ます (執筆者の紹介・推薦も受け付けてます)。

◎「その他」
本誌の感想・意見、日本応用心理学会へのメッセージなど

鰈 4号の原稿締切 2011年 8月 31日
(※ 5号以降に掲載させていただく場合もあります)

瘍 応募方法

原稿は、連絡先 (住所、電話、メールアドレス、所属)

を必ず明記して、お送り下さい。デジタルデータの場

合はメール添付ファイルにてお送り下さい。掲載の採

否については広報委員会で決定させていただきます。

なお、お送りいただいた原稿は返却いたしません。予

めご了承下さい。

は 送り先

[郵送]

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台79-4
横浜国立大学 藤森研究室気付 日本応用心理学会
「応用心理学のクロスロードJ原稿募集係

[E―mall]fulimOn@ynu.ac.ip
件名に「応用心理学のクロスロード」原稿応募とお書

き下さい。

1        編 集 後 記  
‐~~~~ 

¬

応用心理学のクロスロー ド3号をお届け致します。

3号の特別対談には宇宙飛行士の山崎直子さんをゲストに

お迎えし、夢を叶えることの大切さ、家族の支援、困難を乗

り越える方法、宇宙開発への応用心理学の貢献などについて、

とても興味深いお話を伺うことができました。山崎直子さん

は開放的で率直な人柄であり、大変好感のもてる方でした。

今後も、山崎直子さんとご一緒できる機会がありますことを

期待しております。

また、3月 11日 (金 )に は東日本大震災が発生し、東北地

方と関東地方を中心に多数の尊い生命が奪われるという大惨

事が起きました。緊急に、細江達郎先生 (岩手県立大学教授)

に大震災の最前線の様子を報告していただきました。突然の

お願いにもかかわらず、執筆をご快諾いただきましたことに、

感謝致しておりますっ今回の東日本大震災は大地震による被

害だけでなく、その後の大津波の襲来、さらには原子力発電

所の放射性物質漏洩という多重被害を引き起こしており、被

災者に次々に「降り積もるトラウマ」をもたらしています。こ

うした降り積もるトラウマは、被災者にこれまで指摘されて

いるのとは異なる心理面への慢性的な悪影響を及ぼすことが

考えられます。被災者に対する心のケアを含む精神健康への

長期的対策が求められることは当然ですが、さらに、政府の

情報収集 意思決定の問題、災害時のロジスティックス、マ
スコミの災害報道、災害ボランティア、災害文化と教訓の活

かし方など、多面的な災害研究が必要になると思われます。

委員長 藤 森 立 男

委 員 内山伊知郎

加 藤 博 己

田 中 真 介

蜂 屋  真
星   薫

横浜国立大学

同志社大学

駒澤大学

京都大学

流通科学大学

放送大学

応用心理学のクロスロード Vo!.3

(年 2回発行 )

編集・発行 日本応用心理学会
〒169-0075

東京都新宿区高田馬場 4-4-19
TEL  03-5389-6491

「
AX  03-3368-2822
E―mail jaap post@bunken cojp
HP httpノ /wwwsoc niiacip/iaap/

編集協力・製作 福本」出版株式会社

デザイン  公和図書株式会社デザイン室

印刷・製本  モリモ ト印刷株式会社

2011年 6月 10日 発行
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1[8参
路書房:環皇仁 邸型的アプローチ 髄撃所

知発達と学習
でムの理解― 」 R    日本認知心理学会監修 市川伸一編 A5 360頁

京都市北区紫野十二坊町12-8111 ヵ_ビ ィ・N H ウィリアムス著 田中道治・前川   3780円  実証的知見を踏まえつつ,学校での教科の学
● 075-431-0361 FAX 075-431-93931■1 久男・前田 豊編訳 A5 328頁  3465円  ダスの   習を中心に教育的介入を意図した実践的研究の紹介に

ナ ラ テ イ ヴ か ら 読 み 解 く リ ジ リ エ ン ス

ー危機的状況から回復 した「67分の9Jの少年少女の

物語一 S T ハウザー・」 P アレン・ E ゴール
デン著 仁平説子・仁平義明訳 A5 286頁  2940円
一握 りの者だけが虐待 養育放棄などの破局的状況に
打ち克てたのは何故か。縦断的インタヴューに基づ く

対照群 との比較から見えてきた真実。

愛着と愛着障害
―理論 と証拠にもとづいた理解・臨床・介入のための

ガイ ドブックー V プライア・ D グレイサー著
加藤和生監訳 A5 336頁  2940円  虐待や育児放棄
との関連で注目を集めている愛着理論。臨床場面での

手引きとなるよう,理論のエッセンスをはじめ,学術

的な証拠に基づいた具体的な査定 介入の方法を紹介。

日本認知心理学会監修

http:〃www kitaohiLcom

振替 01050-4-2083

■

' PAヽ
理論 (プランニング,注意,同時処理,継時処理)   力,点を置く。メタ認知や学習観の形成,文章理解,数

||| を基に,読み,書 き,算数にかかわる学習機制や,つ    学的問題解決,科学的概念の獲得など,具体的な教育

>価格は定価(税込み)で表示しています|=| まずきの特徴を詳細に論じ,指導の手がかりを提供。    実践に多大な示唆を与える。

認知心理学研究の現在を一望 ! 現代の認知心理学 〔全 7巻〕

第1巻 知覚と感性 三浦佳世編
第 4巻 注 意 と安 全  三浦利章 原田悦子編

第7巻 認知の個人差 箱田裕司編

第2巻 記憶と日常 太田信夫.厳島行雄編 第3巻

第5巻 発達と学習 市り|1仲―編  第6巻

●各巻A5判

思考と言語 楠見 孝編
社会と感情 村田光二編

約350ページ 予価 3,780円

応‐用.心.理.学‐事.典
日本応用心理学会 編  編集委員長 :岡村―成
A5判・692頁 定価 21,000円 (税込)ISBN978 4-621078075

細分化された現代心理学の諸分野の研究水準を浮き彫りにし、今後の研究活動に有効な情報を提供。心理学に関心を

持つ方が,心理学に対する偏った知識を無くし、社会においてさまざまな問題解決に役立ち、読み物としても楽しめる

待望の中項日事典。

カーウーンーセーリーン・グー実‐践‐′‐》―ンードーブッークー|
編集委員長 松原達哉  日本カウンセリング学会 編集協力
A5判・700頁 予定価 15,750円 (税込)iSBN978-4-621083釧 -7

心理学の理論から開発されたカウンセリングの理論や技法をいかに実践するかを集大成。カウンセリングの基礎と共通

概念からさまざまな場面における重要テーマを抽出し、わかりやすく2～ 4頁で解説、最新情報が網羅されたハンドブ

ック。◎臨床心理士、スクールカウンセラー、家裁調査官、児童相談員、精神科・心療内科スタッフなどに役立つ内容。

産‐業.1‐組‐織心理‐学′‐ヽ|ン.ドーブーッーク
産業・組織心理学会 編

A5判・582頁 定価 13,650円 (税込)
ISBN978-4-621-08118-1

__..社.含‐‐学.事.典‐._._
日本社会学会社会学事典刊行委員会 編
A5判・976頁 定価 21,000円 (税●

ISBN978-4-621-08254-6

_FD.用‐倫‐理.学‐事.典.
加藤尚武 編

A5判・1008頁  定価 21,000円 (税込)
lSBN978-4-621-07922-5

___宗‐黎‐学‐‐事.轟‐‐
星野英紀・池上良正・気多雅子・島薗 進・鶴岡賀雄 編
A5判・700頁 定価 21,000円 (税込)

iSBN978-4-621-08255-3

⑭ MARUZEN丸 善株式会社 出版事業部

〒140-0002東京都品川区東品川 41314グラスキューブ品川 営業部TEL(03)6367-6038 FAX(03)6367-6158
http〃 pub maruzen co lp/
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青年期の心身の発達や学習過程にカロえ、今日的な課題や傾向について

も取り上げ、教育方法や技術、生徒指導との関連やその基礎となるべき事

項をドラマや再現シーンを用いて具体的に示し、教育心理の中核的な内容

や事柄を分かりやすく解説します。
:|

:■■■■|‐■|■..■II

玲

青年期には身体や運動能力はもちろん内面的な精神構造にも大き

な変化が生じます。その結果、文法や数学のような抽象的 論理的教

科の学習が可能となり、自分を取り巻く現実や未来について批判的に

考え、思考する世界も拡大します。また、大人の権威から離脱し、自立

した人間になるよう努力し、新しい人間関係を構築しようとします。

大人への過渡期にある中 高校生の時期の青年の特徴について解

説します。

青年期に1よ、新しい自己を求める旅に出、アイデンティティの探求を縦

軸に、バーソナリティ形成も進んで行きます。人格の概念や主なパーソナ

リティ理論を紹介し、自己愛、主張性、攻撃性など、青年期のパーソナリテ

ィ形成にまつわるトビックを紹介します。孤独感や自己嫌悪感など、情緒

的に不安定になりやすい時期でもあります。特に対人恐怖心性と抑うつ

傾向を取り上げ青年期の感情面の問題についても解説します。

動機づけは学習に対する意欲、やる気などと言われ、どうすれば意

欲がわき、やる気がでるのか、あるいは、どうして人は無気力になつて

しまうのか、教育心理学の中でも重要なテーマの一つです。

外発的動機づけ、内発的動機づけ、学習された無力感など動機づ

けに関する実験の紹介を通して、教育場面で動機づけを高めること

の意味とその方法につしヽて考えていきます。

青年期の友人関係は、親からの自立を支え、自己を獲得する過程で

重要な役割を果たしています。中学生と高校生と大学生とで1よ、友人

との関係の持ち方が異なります。その実際はどのようなものなのでし

ょうか。

青年期の友人関係の重要性とその機能と発達的変化を紹介しつつ、

近年の友人関係の特徴についても再考し、教員は交友関係にどう関

与すべきかを考えていきます。

学習指導の活動をとらえるためには知識の獲得過程、学習方法、指

導方法、評価方法の4つの視点からの理解が肝要です。知識の獲得

過程で1よ学習によりどのような知識 技能・態度などが獲得されるか、

学習方法では学習者の視点に立つた自己学習について、指導方法で

1よ指導者の視点に立った教授法と授業の実施方法について、評価方

法では学習効果が上がる学習指導と評価活動について具体例を見な

がら紹介します。

マンガ、インターネット、携帯電話、テレビ等は、若者に大きな影響

を与えています。マンガを読むリテラシーについて解説し、また、正誤

多様な情報が混合して提示されるテレビやインターネット等のメディ

アから、適切な情報を読み取るメディアリテラシーが重要なスキルで

あることを提示、情報を鵜呑みにするのではなく、批判的に検討する

ことの重要性にも言及し、青年にとつてのメディアとの適切な関係を

考えます。

学習活動の諸側面で気になる、学習活動を円滑に進めることに困

難をきたす、今後の学習に支障をきたすことが予想される生徒など

を「学習不適応」生徒としてとらえ、その対応や関わり方について事

例をあげて解説します。発達障害については、障害特性と認知特性を

理解した対応の必要性を示します。また、「学習不適応」生徒への心

理面の支援、進路問題への支援、学校体制の取り組みにも言及します。

青年期の若者は身心、対人関係、社会的役害」など変化の中で、両親

や教師など権威者との葛藤、自己評価の揺らぎなど、様々な問題を抱

えます。そして、その問題は、不適応や問題行動として顕在化するこ

とがあります。非行と不登校を取り上げ、その実態を概説し、彼らの心

理状況について解説します。不適応と問題行動に関する理解と支援

についても考え、合わせて具体的な支援がなされている現場での生

の声も紹介します。

中・高校生の時期は、親や社会から与えられた行動基準ではなく、

自分なりの行動基準で考え行動し、社会との関係を築こうとします。

さらに、身心や友人関係の変化、進路など、様々な変化や課題への対

応が求められます。「自分づくり」「自分探し」をキーワードに、事例

を通して、青年期の自立へ向かう心1■とそれらを理解する視点、発達

を支援する教育的関わりについて解説します。

第二次性徴の発現に象徴される性的成熟は、青年期の始まりを示

す身体的な変化であり、青年の心理や行動に多大の影響を及ぼします。

しかし、教育の場では、青年の性意識や性行動に対して抑圧的な姿勢

が根強く、十分な対応がなさねていないのが現状です。教師として対

応をするために1よ、性を考える視点を自ら確立させる必要があります。

現代社会の中で性意識や性行動を考えるための枠組みを、価値観

との関連を含めて解説します。


